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1．はじめに 

従来の電磁波を用いたワイヤレス給電に比べて、超音波

ワイヤレス給電は、(1)短波長（8.4mm@40kHz）であるた

め受信器の小型化に適し、送信器をアレー化してビームフ

ォーミング [1]の実現も容易、 (2)人体防護の基準が

720mW/cm2と電磁波の1mW/cm2 (@2GHz – 100GHz)に対

して緩い[2]ため、大電力を送信できる長所がある。一方、

大気中の超音波ワイヤレス給電は音響インピーダンスのミ

スマッチのため給電効率が低いことが予想される。しかし、

超音波ワイヤレス給電の最高効率や、受信電力の送信器と

受信器間の距離・位置ずれ依存に関する報告は少ない[3]。
そこで本報告では、超音波ワイヤレス給電における効率、

受信電力の距離・位置ずれ依存の実測結果を報告する。 

2．超音波ワイヤレス給電の距離・位置ずれ依存 

図1に測定の回路図、図2に測定セットアップを示す。

40kHzの超音波トランスデューサとして送信用はT4010B4
（日本セラミック）、受信用はR4010A1を用いた。ドライ

バとしてL293Dを用いた。まず、位置ずれ(y)なしで距離(x)
が1cmにおいて、出力電圧(VOUT)が最大となる出力抵抗

(ROUT)を実測で求め、以下の測定で2.2kで固定した。この

場合の送信器から受信器のDC-to-ACの給電効率の最高値

は1.6%（入力電力433mW、受信電力(POUT) = 6.9mW）で

あった。図3にy=0cmにおける受信電力(POUT)のx依存の実

測結果を示す。x=1cmにおけるPOUT=6.9mWに対して、

x=10cmにおけるPOUT=92Wであった。図3にフィッティン

グ結果も示すが、POUTはおよそ1/x2に比例する。図1におけ

る指向性()を調べる目的で、図4に位置ずれ時のPOUTをy=0
でのPOUTで規格化した受信電力の規格化位置ずれ(y/x)依存

の実測結果を示す。x=1cm, 5cm, 10cmの3通り変化させた。

縦軸の規格化受信電力が半分となるy/x =0.3程度であり、こ

の時の指向性は = 17
o
に相当する。 

3．まとめ 

y=0cm、x=1cm における超音波ワイヤレス給電の最高効

率は 1.6%で POUT=6.9mW であった。POUTの距離依存と位

置ずれ依存を実測した結果、POUT はおよそ 1/x2 に比例し、

y/x =0.3 程度の時に規格化受信電力が半分となることが分

かった。今後は、送信器がアレー時のワイヤレス給電特性

の評価を行う予定である。 
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図 1. 測定系の全体回路図 
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図 2. 超音波トランスデューサの写真 
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図 3. 超音波ワイヤレス給電の距離依存の実測 
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図 4. 超音波ワイヤレス給電の位置ずれ依存の実測 
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